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「厳島春絵巻」と宍戸清子さん。厳島をテーマに
作品を作り続け、今回も伝統と意匠を受け継い
だダイナミックな作風が評価されました。

写真は、体験コーナーの一つの「餅つき」。その
ほか、竹で炊くご飯や、山菜のてんぷら作りな
ど、人気を集めていました。

国語教材に宍戸清子さんの作品が採用華やか「 厳島  春  絵巻 」、いつくしま はる えまき高校国語の教材表紙に満開のスイセンを眺めながら吉和に春の訪れを告げるすい仙まつり
　４月２１日、吉和福祉センターで
「よしわすい仙まつり」が開催され
ました。「スイセンの花が咲きほこ
る吉和の春を見てほしい」と、今
年から始まったこのまつり。会場
では、あまごの塩焼きやわさび、
高原野菜など、吉和ならではの販
売コーナーも充実。
　咲き誇るスイセンや、レンゲツ
ツジなどの自然観察も楽しめ、市
内外からおよそ４００人が訪れ、吉和
の春を満喫していました。

地元吉和神楽団の十八番である演目「塵倫」。準
優勝を飾り、観客からは惜しみない拍手と歓声が
贈られました。

春選抜第１３回吉和神楽競演大会華やかな舞で、吉和神楽団が準優勝
　神々が舞い、武士が叫ぶ。鬼が
飛び、姫が泣く。見る人の心を打つ
神楽。春選抜第１３回吉和神楽競演
大会が、４月２７日、もみのき森林
公園で開催されました。
　県内外から１２団体が参加したこの
大会。昨年度優勝の栗栖神楽団は、
特別出演として、演目「 大  江  山 」を

おお え やま

披露。約８００人の神楽ファンが見守
る中、旧舞の部で吉和神楽団が、
演目「 塵倫 」で初の準優勝を飾りま

じんりん

した。

第３６回大野市民センターまつり地域の特色を生かし、日ごろの成果を発表
　５月１１、１２日に第３６回大野市民
センターまつりが行われました。
　今年は「ふれあいの広場、笑顔
はじけるセンターまつり」と題し、会
場は多くの人で賑わいました。
　開会式では、実行委員長の 森脇 

もりわき

 偉之 さんが、「市民センター内で活
ひでゆき

動しているクラブの日ごろの成果を
見てほしい」とあいさつ。作品展示
や芸能発表、昔のおもちゃ、子ども
安全免許証の発行、各種体験教室
など多彩な催し物が行われました。
　昔遊びのコーナーで遊んでいた
 倉本  翔 くん（９歳・大野中央）は、
くらもと しょう

昨年訪れた際に体験したトランペット
の演奏をきっかけに、今も続けてい
るとのことでした。
　地域の人々の交流の場としても、
機能する市民センター。まつりの主
役は、地域の皆さんです。興味を
持った人は、お近くの市民センター
の活動に参加してみてください。

写真１＿陶芸クラブで作った作品を販売する陶芸クラブ
の皆さん。　写真２＿子どもたちにいつも人気の安全免許
証。今年も行列ができていました。　写真３＿昔あそびの
コーナー。竹とんぼで遊ぶ倉本翔くん。　写真４＿手芸
教室で子どもたちとコサージュをつくる手芸クラブの皆
さん。　写真５＿体育館ステージでは、フラダンスなどの
芸能発表が行われました。　写真６＿会場には展示による
発表のコーナーもあり、訪れる人の目を楽しませました。
写真は「しだ籠」の展示。
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　高校国語の副教材「新訂総合国
語便覧（第一学習社）」の表紙に廿
日市の染色作家、 宍戸  清子 さん

ししど せいこ

（大野原）の作品「厳島春絵巻」が
採用されました。
　一昨年、国立新美術館（東京）
で行われた第４３回日展に出版編集
者が訪れ、宍戸さんの作品にオ
ファーをされたとのこと。宍戸さんは
「高校生や若い人にも見てもらえるこ
とがうれしい。染色を続けてきてよ
かった」と語ってくれました。
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写真１＿会場のれんげで飾り物を作る増岡さん一家（佐方）。写真２＿約５，０００人の来場者でにぎわう会
場。佐方アイラブ自治会会長重村泰夫（しげむら・やすお）さんは「今年で１１回目。佐方だけでなくい
ろいろな地域の人が来るようになり、うれしく思います」と話してくれました。

第１１回れんげ祭り in 佐方佐方の味を丸ごと味わって！
　４月２９日、春の陽気の中、「第
１１回れんげ祭り in 佐方」が西広島
バイパス佐方２号トンネル北側の田
んぼで開催されました。
　会場では「佐方丸ごと食べよう」
と題し、山菜を使ったかきあげや、
れんげもちなどの料理を販売。廿日
市中学校、佐方小学校の生徒が応
援に駆けつけ、販売や、会場の清
掃などを行いました。
　また、れんげ畑ではれんげの飾り
を作って楽しむ人も大勢いました。

全国コンクールに入選した７月１日号４－５ペー
ジ。今後も皆さんに親しまれ、必要とされる広報
紙を目指します。

平成２５年全国広報コンクール「広報はつかいち」が、組み写真の部で入選
　昨年発行した「広報はつかいち７
月１日号」が、日本広報協会主催
の全国広報コンクール広報写真（組
み写真の部）で入選しました。
　昨年の宮島トライアスロンの様子
を見開きページ、１０枚の写真で表
現。審査員からは、「紙面を編集す
る軸となる視点を持って選手たちの
『表情』を狙っている。躍動感や、
懸命に自己をふるいたたせる姿が良
くとらえられている」と講評を受けま
した。

写真は、ダイナミックな踊りで会場を盛り上げた佐伯中学校生徒による「よさこいソーラン」。佐方のれんげま
つりを参考にしたと話す友和地区コミュニティ推進協議会会長の上垣僚（うえがき・つかさ）さん。「これだけ
の人が集まり、地区を超えたまつりになりました。これからも続けていきたいですね」と話してくれました。

第５回ゆうわれんげまつりレンゲの咲いた田んぼでのどかな一日を過ごす
　４月２８日、友和市民センター裏
で「第５回ゆうわれんげまつり」
が開催されました。
　鯉のぼりの吹き流しが飾られた
会場では、ポニーと触れ合ったり、
うどんやむすびなどのフードバ
ザーを楽しんだりと、来場者は思
い思いの一日を過ごしました。

約６００人が参
加した「ゆう
われんげまつ
り」。「餅まき」
では大人も子
どもも大興奮。

のんびりとした春の一日をれんげの咲いた田んぼで過ごす参加者。
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白いふわふわした毛は、生まれてから２０日位で
抜けて、親と同じゴマ模様になります（写真は
４月１９日撮影）。

元気に大きく育ってね宮島水族館でアザラシの赤ちゃんが誕生
　４月１８日、宮島水族館でゴマフ
アザラシの赤ちゃんが誕生しまし
た。母親は、宮島水族館生まれの
フミ（２０歳）、父親はゴロ―（１８
歳）。
　体長約８０cm、体重１３㎏で生まれ
た赤ちゃん。通常、体重は９～１０
㎏で、今回は「ヘビー級の赤ちゃ
ん」だそうです。
　白いふわふわの産毛に、潤んだ
黒目がちの瞳で、水族館の人気を
集めています。


